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machikado sanpomichi

第11回全国お手玉競技大会が、熊本県で開催され

ました。

小学生両手３個の部（参加者約30人）で登木愛美

さん（生比奈小５年）が優勝、尾田真美さん（同６

年）が準優勝に輝きました。優勝した登木さんは、

昨年の３位に続いての快挙。尾田さんは、今回初出

場での快挙です。

また一般団体の部（参加76チーム）では勝浦お手

玉の会Ａチーム（福山敏枝さん、山野光子さん、殿川

早苗さん、豊川晴代さん、大本いわえさん）が３位

に入賞し、Ｂチームもベスト８進出を果たしました。

前夜祭では、登木さんと尾田さんのすばらしい童謡

お手玉演舞に観客総立ち、万来の拍手が送られました。

２

九
月
一
日

、
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
阿
波
人
形

芝
居
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
勝
浦
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

勝
浦
高
校
民
芸
部
、
勝
浦
高
校

民
芸
部
卒
業
生
、
勝
浦
座
の
皆
さ

ん
が
、
三
題
目
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

「
傾
城
阿
波
の
鳴
門
」
で
は
勝

浦
高
校
の
美
馬
良
美
さ
ん
が
太
夫

を
務
め
、
民
芸
部
と
の
息
の
あ
っ

た
共
演
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

「
壺
坂
観
音
霊
験
記
」「
伽
羅
先
代

萩
」
で
は
ベ
テ
ラ
ン
の
民
芸
部
卒

業
生
、
勝
浦
座
の
人
形
遣
い
に
、

観
客
か
ら
掛
け
声
や
笑
い
声
な
ど

が
し
き
り
に
起
こ
り
、
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

十
二
月
一
日

に
は
勝
浦
町
出

身
の
人
形
遣
い
吉
田
文
司
氏
を
お

呼
び
し
て
、
講
演
、
文
楽
の
上
演
等

を
行
う
予
定
で
す
。
た
く
さ
ん
の
方

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

第11回
全国お手玉競技大会

左から
優 勝 登 木 愛 美
準優勝 尾 田 真 美

勝浦町民の皆さまの温かい心遣いのおかげで、僕たち

勝浦高校のグランドが新しく生まれ変わりました。

特に内野の黒土は僕たちにとって憧れでした。毎日こ

のグランドで練習できると思うと、とても幸せな気持ち

でいっぱいです。

これからは、今まで以上に毎日努力し、感謝の気持ち

を忘れず、町民の皆さまの期待にこたえて、必ず勝浦旋

風を起こしたいと思っています。

よろしければ、いつでもグランドへお越しください。

そしてこれからも勝浦高校硬式野球部へのご声援をよろ

しくお願いします。

勝浦高校硬式野球部主将

溝 口 翔 太

勝勝浦浦高高校校
黒黒土土ググララウウンンドド完完成成！！！！

第55回徳島県高校野球秋季大会が10月

５日から開催され、勝浦高校は６日第二

試合県営鳴門球場で辻高校と対戦します。

秋季大会初勝利を目指します。

（日）

（日）



まちかど散歩みち

３

生

名

球
友
ク
ラ
ブ

勝
浦
た
イ
ガ
ー
ス

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

横
瀬
ク
ラ
ブ

第９回徳島県スポーツ・レクリエーション祭軟式野

球勝浦町予選が、８月19日から勝浦中学校グラウンド

で、９チームの参加で行われました。

１回戦から好ゲームの連続でしたが、決勝は横瀬ク

ラブ対集豪の対決となり、先制した横瀬クラブが勝利

し勝浦町代表となりました。

おめでとうございます。

結果は次のとおりです。

チ
ー
ム
や
く
ば

集

豪

く
い
だ
お
れ

山

西

掛

坂

本

優 勝 横瀬クラブ

生
比
奈
ク
ラ
ブ

生
比
奈
ク
ラ
ブ

準
優
勝

平
成
十
四
年
度
少
年
野
球
内
町
親
善
大
会
が
八
月
三

十
一
日
、
九
月
一
日
の
二
日
間
内
町
・
新
町
両
小
学
校

グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
比
奈
ク
ラ
ブ
は
、
六
年
生
が
南
裕
士
主
将
一
人
の

チ
ー
ム
で
す
が
今
大
会
で
は
南
君
筆
頭
に
打
線
が
爆
発
。

一
回
戦
か
ら
準
決
勝
ま
で
す
べ
て
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
で

勝
ち
進
み
ま
し
た
。
決
勝
で
は
坂
東
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

に
敗
れ
ま
し
た
が
、
見
事
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

第９回 徳島県スポーツ･レクリエーション祭

優勝した生比奈クラブの皆さん

第９回徳島県スポーツ・レクリエーション祭ソ

フトボール南部ブロック大会が９月15日 、小松

島市赤石グラウンド他において開催されました。

本町からは次の３チームが郡代表として出場し

ました。

成 年 の 部 生 名
実 年 の 部 清流クラブ
エルダーレディース 生比奈クラブ

生比奈クラブがエルダーレディースの部で２年

連続優勝し、南部ブロック代表として県中央大会

への参加を決めました。

生比奈クラブの県大会での活躍が期待されます。

ソフトボール 南部ブロック大会



4
％

7％6％
必要である

15％
判断できない

51％
検討することが
望ましい 18％

必要である
22％

検討することが
望ましい 27％

判断できない
38％

9
％

2
％

４

な
お
、
「
一
市
四
町
の
合
併
検

討
の
賛
否
」
に
つ
い
て
、「
判
断
で

き
な
い
」
が
三
八
％
あ
り
、
意
見

の
中
に
も
「
合
併
の
こ
と
を
詳
し

く
情
報
提
供
し
て
ほ
し
い
」
な
ど

の
意
見
も
多
い
こ
と
か
ら
、
ま
ず
、

合
併
の
必
要
性
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
て
い
き
ま
す
。

市
町
村
合
併
の
必
要
性
は
、
い

ま
ま
で
広
報
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
で
説
明
し
て
き
ま
し
た
が
、
合

併
を
進
め
る
理
由
を
よ
り
ご
理
解

い
た
だ
く
た
め
に
、
原
点
に
返
り

再
度
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

市
町
村
合
併
の
主
な
必
要
性
は
、

行
政
の
広
域
的
な
対
応
の
必
要
性

地
方
分
権
推
進
の
必
要
性

少
子
・
高
齢
化
に
対
応
す
る
必
要
性

国
・
地
方
の
極
め
て
厳
し
い
財

政
状
況
か
ら
の
必
要
性

以
上
、
四
つ
が
上
げ
ら
れ
ま
す
が
、

今
回
は
、

お
よ
び

に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

行
政
の
広
域
的
な
対
応
の
必
要
性

交
通
や
情
報
手
段
の
発
達
に
伴

い
、
住
民
の
日
常
生
活
が
市
町
村

を
越
え
て
広
が
っ
て
い
ま
す
。
介

護
保
険
や
ご
み
処
理
な
ど
、
一
市

町
村
で
は
対
応
で
き
な
い
新
し
い

課
題
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

消
防
な
ど
多
く
の
業
務
に
お
い
て
、

広
い
地
域
で
の
対
応
が
効
率
的
、

効
果
的
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
方
分
権
推
進
の
必
要
性

地
方
分
権
一
括
法
で
、
住
民
の

身
近
な
行
政
は
、
市
町
村
が
主
役

と
な
っ
て
自
ら
の
判
断
と
責
任
の

下
に
行
な
え
る
よ
う
法
整
備
さ
れ

ま
し
た
。

今
後
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
や
地
域

の
個
性
を
生
か
す
施
策
の
立
案
や

条
例
等
の
法
制
執
務
な
ど
が
自
ら

で
き
る
よ
う
に
、
組
織
体
制
を
充

実
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
小

規
模
自
治
体
で
は
、
職
員
は
現
行

の
業
務
に
終
わ
れ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

例
え
ば
、
小
規
模
町
村
で
一
人

が
し
か
も
他
の
業
務
を
兼
務
し
な

が
ら
行
な
っ
て
い
る
業
務
を
、
徳

島
市
ク
ラ
ス
の
市
は
量
的
に
は
多

く
な
り
ま
す
が
数
課
に
分
け
て
行

な
っ
て
い
る
な
ど
、
職
員
の
業
務

に
対
す
る
取
り
組
み
度
合
い
に
も

格
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。

現
在
、
国
に
お
い
て
、
今
後
市

町
村
に
求
め
ら
れ
る
行
政
を
行
な

う
こ
と
が
困
難
と
思
わ
れ
る
小
規

模
町
村
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
論

議
も
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

合
併
協
議
九
月
の
動
き

九
月
十
一
日

那
賀
川
町
町
民
セ
ン
タ
ー

一
市
四
町
合
併
協
議
会

第
二
回
会
議
開
催
!

勝
浦
川･

那
賀
川
流
域
間
一
市
四

町
合
併
協
議
会
の
第
二
回
会
議
が
委

員
四
十
三
名
の
出
席
の
下
、
那
賀
川

町
町
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

幹
事
会
の
設
置
に
つ
い
て

専
門
部
会
、
分
科
会
の
設
置
に

つ
い
て

協
議
事
項

合
併
協
定
項
目
を
二
十
四
項
目

と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
確
認

合
併
の
方
式
は
、
新
設
合
併
と

す
る
こ
と
に
つ
い
て
承
認

新
市
将
来
構
想
（
建
設
計
画
）

の
基
本
方
針
を
承
認

Part 14

な
ぜ
、
市
町
村
合
併
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
か
？

一市四町の合併検討の賛否

全体

勝浦

検討しないことが望ましい 必要はない その他

1
％

新市将来構想とは

市町村の合併に際し、合併関係

市町村の住民に対して将来のまち

づくりビジョンを周知して理解し

てもらうもので、合併したらどう

いう「まち」になるかを示し、合

併の判断材料とする、いわば合併

市町村のマスタープランとしての

役割を果たすものです。

市町村合併豆知識

民
間
団
体
（
小
松
島
青
年
会
議
所
）

が
主
催
し
て
九
月
二
十
一
日
小
松
島
ミ

リ
カ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
市
町
村
合
併

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
―
Ｎ
Ｅ
Ｏ

Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ

Ｉ
Ｔ

２
０
０
Ｘ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

合
併
を
ま
ち
づ
く
り
の
機
会
と
と
ら
え

て
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
生
か
せ
る

な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
そ
の
後
、
関
西

学
院
大
学
大
学
院
の
小
西
砂
千
夫
教
授

の
講
演
が
あ
り
、「
小
規
模
自
治
体
で
は

職
員
へ
の
負
担
が
大
き
く
政
策
形
成
に

大
き
な
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
る
が
、
合
併
し

七
万
の
人
口
に
な
れ
ば
職
員
も
言
い
訳

が
で
き
な
く
な
り
企
画
立
案
能
力
が
問

わ
れ
る
」
な
ど
と
話
さ
れ
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
配
布
さ
れ
た

小
松
島
青
年
会
議
所
が
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

合
併
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

Ｎ
Ｅ
Ｏ

Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｔ

２
０
０
Ｘ

市
町
村
合
併
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開
催

「
市
町
村
合
併
」を

考
え
る

（水）

（１）（２）（３） （１）（２）

（１）（２）（３）（４）

（１）

（２）



５

「ちょっときいてくれるで」、「なん

やらようわからんけん」といった市

町村合併に関する町民の皆さんのご

意見や疑問をお寄せいただくコーナー

を開設いたしました。
現在、勝浦川・那賀川流域間１市

４町合併協議会で進めている合併協

議に対するご意見や市町村合併に関

する制度などのご質問をどしどしお

寄せください。

①毎月１つのテーマに絞り、町民の皆さ
んからご意見をお願いします。

②合併協議や合併制度などについて、自
由なご意見、ご質問をお願いします。

①広報「かつうら」に折り込んである合併
御意見番の用紙（複数枚にわたる場合は
白紙も可）にご意見、ご質問を記入する。
記入にあたっては、ご質問等に回答させ
ていただく場合がありますので、住所、
氏名及び年齢を明記してください。

②同じく広報に折り込んである返信用封
筒（切手不要）にて郵送してください。

なお、皆さんからいただいたご意見、
ご質問及び回答を広報「かつうら」に掲
載させていただく場合がありますので、
あらかじめご了承ください。ただし、
住所、氏名については、地区名、イニ
シャル等に変更させていただきます。

ご意見等をいただく内容は

ご意見等の送付方法は

合併御意見番
10月のテーマ

９月11日 、那賀川町町民センターで開催された合併協議会の第
２回会議において設置されることが決まった「まちづくり計画策定

委員会」では、新市将来構想について検討を始めます。

現在、勝浦町では、豊かな自然と共存する潤いのある環境を守
りながら、農業で活気あふれるまち、お互いが思いやる福祉のま

ち、そして、都市等との交流を通じて視野を拡げるまちづくりを

進めています。この私たちの郷土勝浦町が、合併後、新市の中で
どのような役割を担い、どのような地域にするのがよいのか、皆

さんのご意見をお聞かせください。
町全体のことについても、あるいは次のようなそれぞれの分野

のことについてでも結構です。大勢の皆さんからの貴重なご意見

をお待ちしています。

勝
浦
川･

那
賀
川
流
域
間
一
市

四
町
合
併
協
議
会
規
約
第
十
一

条
に
基
づ
く
小
委
員
会
は
、「
ま

ち
づ
く
り
計
画
策
定
委
員
会
」

お
よ
び
「
新
市
事
務
所
の
位
置

等
検
討
委
員
会
」
を
設
置
す
る

こ
と
を
承
認

ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
委
員
会

の
委
員
と
し
て
十
二
名
を
指
名

し
、
承
認

第
三
回
会
議

十
月
九
日

午
後
二
時
か
ら

羽
ノ
浦
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
す
。
傍
聴
は
自
由
で

す
。

市
町
村
合
併
や
合
併
協
議

会
に
関
す
る
ご
意
見
や
ご

質
問
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ご
要
望
に
よ
り
会
合
な
ど
の
折
、

出
張
講
座
に
出
向
き
ま
す
。

連
絡
先

勝
浦
町
理
事

数
藤

総

務

課

野
上
ま
で

二
―
二
五
一
一

FAX

二
―
三
〇
二
八

e
-m

ail
so

u
m

u
@

to
w

n
.k

a
ts

u
u
ra.tok

u
sh

im
a.jp

交通や道路などの基盤整備

農業などの産業振興快適で便利な生活環境の整備

生きがいを育む生涯学習の推進

視野を拡げる交流や情報化の促進 安全な生活を確保する消防防災体制

安心できる福祉や医療の充実

（４）（５）

（水）

（水）



６

表彰・祝い状を受けられた方々は
次のとおりです。

（敬称は省略させていただきます）

■内閣総理大臣祝い状

柴 田 ヤスヱ（中 角） 満100歳
明治35年８月30日生

■徳島県知事祝い状

■勝浦町長祝い状

時 本 トヨノ（中 角） 満101歳
明治34年２月11日生

■老人クラブ活動推進功労者

横 尾 茂 子（黒 岩 老人クラブ）

阿 部 ヨリヱ（与川内 老人クラブ）

■米寿（88歳）到達者

下 村 恒 明（与川内） ほか30名

■喜寿（77歳）到達者

大 島 治（山 西） ほか82名

勝浦町では、長年にわたり地域社会、町の発展

にご尽力されてこられた高齢者の方々に対しまし

て、感謝とご長寿をお祝いするための「勝浦町敬

老町民のつどい」を毎年行っています。

今年は９月15日に勝浦中学校において開催しま

したところ、約200人の方が出席されました。

当日は秋を思わせる天候で、開会前には横瀬保

育所児童たちによります元気な歌と愛らしい踊り

が出席者に贈られ、会場はほのぼのとした雰囲気

に包まれました。

今年のつどいで

は、８月に100歳

を迎えられた柴田

ヤスヱさん（中角）

に内閣総理大臣か

ら、また、来年２

月に102歳を迎え

られる、時本トヨ

ノさん（中角）には、県知事・町長から、それぞ

れ祝い状と記念品が贈られました。

時本さんは昨年に引き続き、今

年もお元気に出席され、祝い状を

受けられました。

また、老人クラブ活動功労者の

方々への表彰や、米寿・喜寿到達

者に記念品が贈呈されました。

今年は、横瀬小学校・勝浦中学

校生徒によります敬老作文が朗読

され、発表者の優しい朗読には、会場から大きな

拍手が起こる一幕がありました。

閉会後には、生比奈小

学校児童によります「お

手玉演舞」、中山・今山・

掛谷婦人会の方々により

ます芸能を披露していた

だき、家庭的な雰囲気で

幕を閉じました。

当日、ご協力をいただきました婦人会や福祉法人、ボランティアの方々、学校関係者に、厚くお礼申し上げます。

KEIROU CHOUMINNO TUDOI第 33 回

勝浦町敬老町民のつどい



日

時

十
一
月
三
日
（
文
化
の
日
）

午
前
八
時
三
十
分
集
合

午
前
九
時
開
会
式

（
雨
天
の
場
合
四
日

に
延
期
し
ま
す
）

場

所

勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

お
婆
さ
ん
が
多
く
住
む
ア
パ
ー
ト
に
一

人
の
魅
力
的
な
お
爺
さ
ん
が
引
っ
越
し
し

て
き
た
こ
と
か
ら
、
て
ん
や
わ
ん
や
の
大

騒
動
が
も
ち
あ
が
る
…
…
。
老
年
女
性
の

性
愛
と
い
う
難
し
い
テ
ー
マ
を
軽
快
な
喜

劇
タ
ッ
チ
で
描
い
た
作
品
で
す
。

こ
の
作
品
の
鑑
賞
会
と
監
督
浜
野
佐
知

氏
と
梅
津
龍
太
郎
氏
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
、

次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
た

く
さ
ん
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日

時

平
成
十
四
年
十
月
十
四
日

振
替
休
日

映
画
鑑
賞
会

昼
の
部

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

夜
の
部

午
後
六
時
三
十
分
か
ら

ト
ー
ク
シ
ョ
ー

午
後
六
時
か
ら

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

入
場
料

五
百
円

前
売
り
チ
ケ
ッ
ト
を
勝
浦
町

図
書
館
、
教
育
委
員
会
等
で
販

売
し
て
い
ま
す
。
席
が
空
い
て

い
れ
ば
、
当
日
も
入
場
券
を
販

売
い
た
し
ま
す
。

主

催

勝
浦
町
文
化
活
動
実
行
委
員
会･

勝
浦
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

後

援

勝
浦
町
教
育
委
員
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿
波
勝
浦
井
戸
端
塾

勝
浦
町
人
権
啓
発
推
進
協
議
会

浜
野
佐
知

一
九
九
八
年
に
『
第
七
官
界
彷

徨

尾
崎
翠
を
探
し
て
』
を
自
主
制
作
し
、

一
般
映
画
で
デ
ビ
ュ
ー
。
女
性
文
化
賞
な
ど
、

数
々
の
賞
を
受
け
る
と
と
も
に
、
フ
ラ
ン
ス
や

ア
メ
リ
カ
等
、
数
々
の
映
画
祭
に
招
か
れ
、
講

演
を
す
る
。
老
年
に
お
け
る
性
を
取
り
上
げ
た

最
新
作
『
百
合
祭
』
は
、
二
〇
〇
一
年
夏
に
公

開
さ
れ
話
題
を
集
め
て
い
る
。

梅
津
龍
太
郎

昭
和
十
五
年
十
一
月
十
九
日
生

れ
。
徳
島
市
出
身
。

関
西
テ
レ
ビ
、
愛
媛
放
送
の
カ
メ
ラ
マ
ン
・

放
送
記
者
を
へ
て
フ
リ
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
に
な
る
。

そ
の
後
地
元
四
国
放
送
テ
レ
ビ
「
お
は
よ
う
と

く
し
ま
」
の
リ
ポ
ー
タ
ー
、
司
会
キ
ャ
ス
タ
ー

を
二
十
年
つ
と
め
る
。
こ
の
月
曜
～
金
曜
朝
一

時
間
の
生
番
組
の
平
均
視
聴
率
は
三
十
％
台
を

今
も
確
保
し
て
い
ま
す
。

イベント
催し物

７

総 務 課 ２－２５１１
soumu@town.katsuura.tokush ima.jp
議会事務局 ２－２５１３
gika i@town.katsuura.tokush ima.jp
住 民 課 ２－１５０１
jyumin@town.katsuura.tokushima.jp
福 祉 課 ２－１５０２
fukusi@town.katsuura.tokush ima.jp

税 務 課 ２－１５０３
zeimu@town.katsuura.tokush ima.jp
産業振興課 ２－１５０５
sangyo@town.katsuura.tokush ima.jp
建 設 課 ２－１５０６
kensetu@town.katsuura.tokush ima.jp
教育委員会 ２－２５１５
（夜間 福祉センター）
kyou iku@town.katsuu ra.tokushima.jp

情報アラカルト

町
民
体
育
大
会

第41回

映
画
「
百
合
祭
」
の

ご
案
内

教
育
委
員
会

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

（月）

（月）



８

今
は
、
「
エ
イ
ジ
レ
ス
（
年
齢
を
感
じ

さ
せ
な
い
と
い
う
意
味
）」
の
時
代
と
言

わ
れ
て
お
り
、
痴
呆
や
寝
た
き
り
な
ど
要

介
護
状
態
を
予
防
し
、
生
涯
現
役
で
若
さ

に
あ
ふ
れ
行
動
的
な
エ
ン
ジ
ョ
イ
型
の
長

生
き
が
理
想
で
す
。
そ
ん
な
社
会
を
築
く

た
め
、
ま
た
健
康
や
福
祉
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
と
し
て
開
催
し
ま
す
。
多
数
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日

時

平
成
十
四
年
十
月
十
九
日

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

場

所

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

内

容

式
典
並
び
に
表
彰

特
別
講
演

「
長
生
き
す
る
た
め
の
食
事
学
入
門
」

講
師

食
文
化
研
究
所
所
長

永
山
久
夫

先
生

健
康
・
福
祉
ク
イ
ズ

※
そ
の
他
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も

行
い
ま
す
。

送
迎
バ
ス
も
運
行
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

か
ね
て
よ
り
準
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
、

徳
島
市
森
林
組
合
、
佐
那
河
内
村
森
林
組

合
、
神
山
町
森
林
組
合
、
上
勝
町
森
林
組

合
、
勝
浦
町
森
林
組
合
の
五
森
林
組
合
は
、

十
月
一
日
に
合
併
を
し
、
徳
島
中
央
森
林

組
合
と
し
て
新
し
く
発
足
い
た
し
ま
す
。

勝
浦
町
森
林
組
合
は
、
徳
島
中
央
森
林

組
合
勝
浦
支
所
と
し
て
現
在
の
事
務
所
に

て
事
務
を
行
い
ま
す
。

森
林
所
有
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
不
便

を
か
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
い
た
す
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
電
話
番
号
（
二
―
一
五
一
二
）

な
ど
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

わ
ん
ぱ
く
教
室

日

時

毎
週
水
曜
日

午
前
十
時
か
ら
十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所
（
リ
ズ
ム
室･

園
庭
）

二
―
三
〇
七
七

対
象
者

〇
歳
か
ら
五
歳
の
家
庭
で
保
育

さ
れ
て
い
る
子
ど
も
と
保
護
者

育
児
相
談
事
業

食
事
・
排
泄
・
言
葉
・
発
育
な
ど
、
子

ど
も
が
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
に
、
ど

ん
な
小
さ
い
疑
問
や
悩
み
で
も
相
談
し
て

く
だ
さ
い
ね
。

時

間

平
日
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

二
―
三
〇
七
七

【
お
願
い
】
最
近
、
放
し
飼
い
に
し
て
い

る
犬
や
、
散
歩
し
て
い
る
犬
の
フ
ン
の

後
始
末
を
し
な
い
た
め
に
、
あ
ち
こ
ち

で
犬
の
フ
ン
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

犬
の
フ
ン
は
道
行
く
人
々
を
い
や
な

気
持
ち
に
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
一
斉

清
掃
の
際
に
も
掃
除
を
す
る
人
々
の
大

き
な
負
担
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

愛
犬
家
の
マ
ナ
ー
と
し
て
、
散
歩
を

し
て
い
る
時
の
犬
の
フ
ン
は
道
路
わ
き

に
捨
て
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
き
ち

ん
と
持
ち
帰
っ
て
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
放
し
飼
い
は
、
人
が
か
ま
れ
る

恐
れ
が
あ
る
の
で
、
絶
対
に
や
め
て
く

だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
か
ら
の
お
知
ら
せ

福

祉

課

犬
の
ふ
ん
の

後
始
末
に
つ
い
て

十
月
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

30日 23日 16 日 ９ 日

○

十
月
お
誕
生
会

○

お
家
の
方
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
植

え
る

○

秋
の
遠
足

○

室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

○

身
近
な
も
の
を
使
っ
て
製
作
す
る

○

保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
と
避
難
訓

練
を
す
る

○

わ
ん
ぱ
く
だ
よ
り
配
布
・
室
内
外

で
好
き
な
遊
び
を
す
る

○

誕
生
児
の
写
真
撮
影

○

保
健
師
さ
ん
に
よ
る
身
体
測
定
・

相
談

徳
島
中
央
森
林
組
合
が

発
足
し
ま
し
た

お知らせ

第
十
二
回

勝
浦
町
健
康･

福
祉
ま
つ
り

の
開
催
に
つ
い
て

福

祉

課

（土）

（水）（水）（水）（水）



９

老人保健の一部が変わります

75歳以上の人

平成14年10月１日から

老人保健の対象年齢が70歳から75歳以上に引き上げられます

70歳以上の人

平成14年９月30日まで

すべての医療機関で窓口負担は、１割になります。ただし、一定以上の所得のある人の窓口負担は、２割負担に
なります。また、従来は外来・入院ともに、一定の限度額までの支払ですみましたが、10月からは、原則として

いったん窓口負担分である医療費の１割（または２割）を支払い、一定の限度額を超えた分は、後で払い
戻しを受けることになります。ただし、入院の場合は限度額までの支払となります。

１割負担
(一定以上所得者は２割)
※外来の月額上限制及び診療

所の定額負担制は廃止

平成14年10月１日から

１割負担
(一定以上所得者は２割)
※月額上限までの負担

外来 入院

医療費の窓口負担が変わります

１割負担
○月額上限までの負担

○診療所では定額負担

平成14年９月30日まで

１割負担
（月額上限までの負担）

外来 入院

１カ月に医療機関に支払った窓口負担が自己負担限度額を超えたときは､役場福祉課へ高額療養費支給申
請すると､超えた分が老人保健から払い戻されます。

窓口負担の支払いが高額になったら払い戻しが受けられます

同じ月に外来と入院の支払がある場合
外来と入院を合算して限度額を超えた分が支給されます。

例えばこうなります

○ 入院の場合、自己負担限度額までの支払となります。1 ○ 外来の場合、自己負担限度額を超えた分が払い戻されます。

入院の自己負担限度額 限度額を超えた分の
支 払 い は な し

入院の窓口負担

外来の自己負担限度額 払い戻し

外来の窓口負担

3 したがってこの世帯には、払い戻される額 と の
合計額が高額医療費として支給されます。

２ 次に外来の自己負担限度額と入院の窓口負担を合計し、
世帯単位の自己負担限度額を超えた分が払い戻されます。

世帯単位の自己負担限度額 払い戻し

外来の自己負担限度額と入院の窓口負担の合計額

払い戻し 高額医療費
として支給

払い戻し＋ ＝

医療機関に支払う窓口負担の１カ月の限度額（自己負担限度額）が変わります。

平成14年10月１日から（自己負担限度額）

40,200円 72,300円＋１％
（40,200円）

72,300円＋１％
（40,200円）

外来（個人ごと） 入院 世帯単位
一定以上
所 得 者

12,000円 40,200円 40,200円

24,600円

15,000円

24,600円

15,000円
8,000円

一 般
（
住
民
税
非
課
税
）

低
所
得
者

Ⅱ

Ⅰ

１カ月の窓口負担の限度額が変わります

低所得者Ⅱ 世帯員全員が住民税非課税である人。

低所得者Ⅰ 世帯員全員が住民税非課税であって、世帯の所得が一定基
準以下の人。

37,200円
3,200円

（大病院5,300円）

または

１回850円
で月４回まで

（定額制の診療所）

一 般

住 民 税
非 課 税

老齢福祉年金
受 給 者

低
所
得
者

24,600円

外来 入院

15,000円

平成14年９月30日まで

※１「＋１％」は医療費が361,500円（平成15年４月以降も同じ）を超えた
場合、超過額の１％を追加負担

※２（ ）内は年４回以上該当した場合の４回目以降の額。
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救
急
の
場
合
二
―
二
五
〇
〇
番
へ

携
帯
電
話
で
の
一
一
九
番
は

通
報
時
の
所
在
地
（
市
町
村
名
）
を

明
確
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
徳
島
市
・
阿
南
市
の
消
防
署
が
で
ま
す
）

勝
浦
町
に
は
消
防
署
が
な
い
た
め
、
救

急
の
場
合
の
患
者
輸
送
を
民
間
の
タ
ク
シ
ー

会
社
に
輸
送
業
務
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

家
族
な
ど
が
い
る
場
合
は
、
車
の
誘
導

や
患
者
の
搬
送
の
お
手
伝
い
を
お
願
い
し

ま
す
。

急
病
や
け
が
な
ど
で
救
急
患
者
輸
送
車

を
要
請
す
る
場
合
は
、

二
―
二
五
〇
〇

番
に
電
話
し
て
い
た
だ
く
と
、
直
接
委
託

先
の
㈲
勝
浦
観
光
タ
ク
シ
ー
が
対
応
し
ま

す
。
一
一
九
番
に
通
報
す
る
と
役
場
の
緊

急
電
話
に
つ
な
が
っ
た
後
、

二
―
二
五

〇
〇
番
に
転
送
さ
れ
ま
す
。

特
に
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
携

帯
電
話
で
一
一
九
番
通
報
さ
れ
る
場
合
、

電
波
の
送
信
経
路
が
特
定
で
き
な
い
た
め
、

徳
島
市
あ
る
い
は
阿
南
市
の
消
防
署
に
つ

な
が
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
必
ず
「
勝
浦

町
の
○
○
で
事
故
で
す
」
等
所
在
地
を
明

確
に
伝
え
、
勝
浦
町
の
一
一
九
番
に
転
送

さ
れ
る
ま
で
待
っ
て
く
だ
さ
い
。

平
成
十
五
年
度
版
の
徳
島
県
県
民
手
帳

の
予
約
を
役
場
に
て
受
付
を
し
ま
す
。
価

格
は
一
冊
四
百
五
十
円
に
な
り
ま
す
。

広
報
に
折
り
込
み
を
し
て
あ
る
申
込
用

紙
に
記
入
し
て
か
ら
役
場
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
な
お
、
県
民
手
帳
は
書
店
で
も
販

売
し
て
お
り
ま
す
。

受
付
締
め
切
り
日

十
月
十
日
必
着

配
付
予
定

十
月
下
旬

受
け
取
り
は
住
民
課
に
て
お
願
い
し
ま
す
。

十
月
二
十
一
日

か
ら
二
十
七
日

ま

で
の
一
週
間
は
、「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

行
政
相
談
週
間
は
、
総
務
省
が
行
政
相

談
制
度
を
広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
全
国
一
斉
に
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
、
徳
島

行
政
評
価
事
務
所
の
支
援
の
も
と
、
行
政

相
談
委
員
が
、
次
の
と
お
り
行
政
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。

相
談
所
で
は
、
道
路
、
年
金
、
福
祉
介

護
等
に
加
え
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に

関
す
る
相
談
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
受
付

け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

行
政
相
談
所

日

時

平
成
十
四
年
十
月
二
十
五
日

午
後
一
時
か
ら
四
時
三
十
分

場

所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

一
階

相
談
室

担
当
行
政
相
談
委
員

高
橋
嗣
男
さ
ん

相
談
内
容

道
路
（
道
路
標
識
の
見
直
し
、

凹
凸
の
解
消
）、
交
通
安
全
、

年
金
、
福
祉
、
介
護
保
険
、

登
記
、
農
林
水
産
、
商
工
、

社
会
教
育
、
郵
便
な
ど

徳
島
県
県
民
手
帳
の

販
売
に
つ
い
て

「
秋
の
行
政
相
談
週
間
」の
実
施

平成14年度 後期技能検定
試験実施のお知らせ

技能検定は、職業能力開発促進法に基づいて、技能者
の皆さんがもっている技能の程度を一定の基準により検

定し、公証する国家検定制度です。
この制度は、昭和34年から実施されており、徳島県で

は現在までに16，470人が合格し、技能士としてそれぞれ
の分野で活躍されています。
試験は、職種によって特級・１級・２級・３級および

単一等級に区分し、実技と学科の試験を行います。特級・
１級および単一等級の合格者には、厚生労働大臣、２級お

よび３級の合格者には、徳島県知事から合格証書が交付
され、「技能士」と称することができます。

受
付
期
間

受
験
申
請

平成14年10月１日 から平成14年10月11日 まで

技
能
検
定
実
施
職
種
（
予
定
）

【特級職種】金属熱処理、機械加工、金属プレス加
工、仕上げ、機械検査、機械保全、電子機器組立
て、電気機器組立て、建設機械整備、紳士服製造

【１・２級職種】工場板金、機械検査、機械保全、
自動販売機調整、空気圧装置組立て、油圧装置
調整、農業機械整備、冷凍空気調和機器施工、
和裁、パン製造、菓子製造、みそ製造、建築大工、
かわらぶき、配管、型枠施工、鉄筋施工、コン
クリート圧送施工、防水施工、カーテンウオー
ル施工、ガラス施工、テクニカルイラストレー
ション、機械、プラント製図、印章彫刻、塗装

【単一等級職種】枠組壁建築、樹脂接着剤注入施
工、バルコニー施工

【３級職種】機械検査、配管、テクニカルイラス
トレーション

受
験
申
請
受
付
場
所

徳島県職業能力開発協会
（徳島市新浜町１丁目１-７）

088－
663－2316

鳴門地域職業訓練センター
（鳴門市撫養町木津字西小沖635-１）

088－
686－6222

徳島テクノスクール
（徳島市南島田町２丁目25）

088－
631－1474

阿南テクノスクール
（阿南市桑野町字岡元109-１）

0884－
26－0250

西部テクノスクール
（美馬郡貞光町東浦128-４）

0883－
62－3067

牟岐町商工会
（海部郡牟岐町中村字本村54-１）

08847－
2－0194

救
急
患
者
輸
送
車
の

要
請
に
つ
い
て

（火） （金）

（月）

（日）

（１）（２）（３）（４）

（金）
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障
害
の
あ
る
方
が
い
き
い
き
と

生
活
で
き
る
社
会
に
向
け
て

平
成
十
五
年
四
月
ス
タ
ー
ト

今
ま
で
は
、
施
設
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
、
ど
の
施
設
が
良
い

か
役
所
が
決
め
て
い
ま
し
た
。
平
成
十
五
年

四
月
か
ら
は
、
利
用
す
る
施
設
や
サ
ー
ビ

ス
を
、
自
分
で
選
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

知
的
障
害
の
あ
る
人
が
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

利
用
で
き
る
施
設
サ
ー
ビ
ス

知
的
障
害
者
更
生
施
設

知
的
障
害
者
授
産
施
設

知
的
障
害
者
通
勤
寮

利
用
で
き
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

身
体
障
害
の
あ
る
人
が
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

利
用
で
き
る
施
設
サ
ー
ビ
ス

身
体
障
害
者
更
生
施
設

身
体
障
害
者
授
産
施
設

身
体
障
害
者
療
護
施
設

利
用
で
き
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

障
害
の
あ
る
子
ど
も
が
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

問
い
合
わ
せ
先

役
場
福
祉
課

二
―
一
五
〇
二

標
準
営
業
約
款
制
度
は
、
法
律
で
定
め

ら
れ
た
消
費
者
（
利
用
者
）
擁
護
に
資
す

る
た
め
の
制
度
で
す
。

厚
生
労
働
大
臣
許
可
の
約
款
に
従
っ
て

営
業
す
る
こ
と
を
登
録
し
た
、「
理
容
店
」、

「
美
容
店
」、「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
」
で
は
、

店
頭
に
Ｓ
マ
ー
ク
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
登

録
店
は
、
技
術
・
衛
生
・
安
全
を
約
束
す

る
信
頼
で
き
る
お
店
で
す
。

詳
し
く
は
、

徳
島

県
生
活
衛
生
営
業
指

導
セ
ン
タ
ー
（

〇

八
八
―
六
二
三
―
七

四
〇
〇
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

支
援
費
制
度
が

は
じ
ま
り
ま
す

福

祉

課

難病医療相談会
○原因不明でだんだん歩きにくくなっている
○筋肉が落ち、力が入りにくくなった
○微熱、発熱があり、からだがだるく疲れ
やすい

○難病といわれているが診断がはっきりし
ない

○かかりつけ医から紹介された

こんな症状でお悩みの方はお申し込みく
ださい

日 時 場 所

10月24日
受付:午後１時～３時

阿南保健所小松島支所
小松島市堀川町１-27

申込締め切り 10月15日

10月31日
受付:午後１時～３時

阿南ひまわり会館
阿南市富岡町西池田135-７

申込締め切り 10月15日

11月14日
受付:午後１時～３時

相生町包括ケアセンター
那賀郡相生町大久保字大西３-２

申込締め切り 10月28日

相談内容
医療に関すること（神経系・膠原系）
歯科ケアに関すること
栄養に関すること
福祉サービスに関すること
看護・介護サービスに関すること

申し込み
電話かFAXで阿南保健所疾病対策係ま

でご連絡ください。（予約制）
※申し込み後、保健所保健師が事前訪
問させていただき、詳しく相談内容を
お伺いします。

申し込み先
徳島県阿南保健所 疾病対策係

0884－22－0072
FAX 0884－22－6404

正
木
ダ
ム
か
ら
の

導
水
管
断
水
に
つ
い
て

畑
総
水
利
用
の
節
水
に
つ
い
て

こ
の
た
び
、
水
源
正
木
ダ
ム
か

ら
の
導
水
ト
ン
ネ
ル
が
、
国
、
経

済
産
業
省
の
法
定
検
査
に
伴
い
、

次
の
日
程
の
と
お
り
断
水
い
た
し

ま
す
。

つ
い
て
は
、
ろ
過
池
へ
の
補
給

水
用
施
設
を
利
用
し
て
、
一
応
末

端
施
設
に
は
通
水
す
る
予
定
で
す

が
、
多
数
の
方
が
一
度
に
利
用
す

れ
ば
断
水
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す

の
で
、
節
水
と
自
己
対
策
を
お
願

い
し
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
期
間

平
成
十
四
年

か
ら

平
成
十
五
年

の
予
定

標
準
営
業
約
款
制
度

「
Ｓ
マ
ー
ク
」を
ご
存
知
で
す
か

厚生労働大臣認可

（火）
（土）

（１）

（２）（１）（２）

（月）

（火）

（木）

（木）

（木）

（火）

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

(財)
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私
は
先
日
あ
る
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い

て
ふ
と
不
思
議
に
思
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
事
件
の
容
疑
者
が
最
初

の
頃
は
た
し
か
顔
に
は
モ
ザ
イ
ク
が
か

か
っ
て
い
て
名
前
も
出
て
い
な
か
っ
た

の
に
、
そ
の
後
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
顔
の

モ
ザ
イ
ク
が
外
さ
れ
、
実
名
報
道
さ
れ

て
い
た
の
で
、
何
で
変
わ
っ
た
の
か
な

と
思
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
図
書
館
に
行
っ
て
「
メ
デ
ィ

ア
と
人
権
」
に
つ
い
て
調
べ
て
み
よ
う

と
思
い
色
々
な
本
を
読
ん
で
い
く
う
ち

に
、
私
に
も
い
つ
ふ
り
か
か
っ
て
く
る

か
も
し
れ
な
い
「
人
権
侵
害
」
に
つ
い

て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

先
ず
第
一
に
、
私
は
今
ま
で
テ
レ
ビ

や
新
聞
で
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
内
容

は
ほ
ぼ
百
パ
ー
セ
ン
ト
事
実
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
で
も
時
に
は
事
実
と
は

異
な
る
内
容
の
も
の
が
混
ざ
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
る
と
い
う
事
で
す
。

例
え
ば
、
七
年
前
の
「
松
本
サ
リ
ン

事
件
」
で
「
第
一
通
報
者
」
で
あ
る
河

野
義
行
さ
ん
が
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
犯
人

あ
つ
か
い
さ
れ
た
と
い
う
事
件
が
起
こ

り
ま
し
た
。
そ
の
河
野
さ
ん
が
書
か
れ

た
「『
疑
惑
』
は
晴
れ
よ
う
と
も
」
に

よ
れ
ば
、
事
件
当
時
の
状
況
は
次
の
よ

う
な
も
の
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

事
件
が
起
こ
っ
た
駐
車
場
の
す
ぐ
近

く
に
住
ん
で
い
た
河
野
さ
ん
は
、
そ
の

日
も
八
時
少
し
前
に
会
社
か
ら
帰
宅
し
、

家
族
で
夕
食
を
す
ま
せ
、
居
間
で
く
つ

ろ
い
で
い
ま
し
た
。
そ
の
後
し
ば
ら
く

し
て
か
ら
屋
外
で
飼
っ
て
い
た
犬
が
泡

を
吹
い
て
倒
れ
て
い
た
り
、
家
の
中
に

い
た
奥
さ
ん
が
ケ
イ
レ
ン
を
起
こ
し
て

苦
し
ん
で
い
た
り
、
ま
た
河
野
さ
ん
自

身
も
目
や
耳
に
大
変
な
異
常
や
は
き
気

を
感
じ
、
救
急
車
で
奥
さ
ん
と
共
に
病

院
へ
運
ば
れ
る
と
い
う
大
変
な
被
害
を

こ
う
む
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
そ
の
後
の
新
聞
や
テ
レ
ビ
、

週
刊
誌
の
報
道
の
内
容
は
、
松
本
警
察

署
が
被
疑
者
不
詳
の
殺
人
容
疑
で
河
野

さ
ん
の
自
宅
を
家
宅
捜
索
し
、
こ
の
捜

索
の
事
実
を
記
者
会
見
を
開
い
て
発
表

し
た
事
に
よ
り
、
い
っ
せ
い
に
河
野
さ

ん
が
犯
人
で
あ
る
か
の
よ
う
な
記
事
を

書
き
続
け
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後

の
会
見
で
は
「
原
因
物
質
は
サ
リ
ン
と

推
定
さ
れ
る
」
と
発
表
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
河
野
さ
ん
へ
の
「
疑
惑
」
は

い
っ
こ
う
に
晴
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
こ
の
事
件
の
約
十
ヶ
月
後
、
今
度

は
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
が
起
こ
り
、
こ

の
不
幸
な
事
件
の
発
生
に
よ
り
河
野
さ

ん
の
農
薬
の
調
合
ミ
ス
で
サ
リ
ン
が
発

生
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
よ
う
や
く

私
達
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ

た
の
で
す
。
し
か
し
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は

す
ぐ
に
は
謝
罪
も
報
道
の
訂
正
も
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
よ
う
や
く
公
式
に
訂
正
、

謝
罪
が
あ
っ
た
の
は
地
下
鉄
サ
リ
ン
事

件
か
ら
一
ヵ
月
後
の
こ
と
で
し
た
。

私
は
こ
の
一
連
の
事
件
経
過
の
中
で

も
し
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
が
な
か
っ
た

ら
河
野
さ
ん
へ
の
「
疑
惑
」
は
晴
れ
る

こ
と
な
く
未
だ
に
犯
人
あ
つ
か
い
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
更
に
こ
の
事
は
私
や
私
の
近
く

の
誰
に
で
も
起
こ
る
可
能
性
は
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

「
テ
レ
ビ
で
や
っ
て
い
た
」「
新
聞
に

書
い
て
あ
っ
た
」
と
い
う
理
由
だ
け
で

そ
の
報
道
を
信
じ
て
し
ま
う
危
険
性
と

い
う
の
を
心
に
留
め
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
マ
ス
コ
ミ

に
よ
る
、
ひ
と
つ
の
誤
っ
た
報
道
は
そ

の
報
道
被
害
者
に
と
っ
て
は
、
た
っ
た

ひ
と
つ
で
は
な
く
「
全
て
」
な
の
だ
と

い
う
事
を
知
り
ま
し
た
。

第
二
に
「
実
名
報
道
」
は
本
当
に
必

要
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
先
の

松
本
サ
リ
ン
事
件
で
も
わ
か
る
よ
う
に

原
則
と
し
て
「
実
名
報
道
」
は
や
め
る

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
捜
査
機
関
も
見

込
み
違
い
を
す
る
こ
と
だ
っ
て
あ
る
だ

ろ
う
し
、
ま
し
て
被
疑
者
不
詳
と
い
っ

て
い
る
の
に
一
市
民
を
実
名
報
道
す
る

理
由
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

匿
名
で
あ
れ
ば
そ
の
報
道
が
間
違
っ
て

い
た
時
の
被
害
を
少
な
く
す
る
こ
と
に

も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
こ
れ
ら
以
外
に
も
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
人
権
侵
害

が
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
事
で
す
。
例

え
ば
小
説
に
よ
る
名
誉
き
損
や
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
侵
害
や
、
た
と
え
ま
じ
め
な

題
材
の
番
組
で
も
、
そ
の
抽
象
的
な
目

的
を
理
由
に
個
人
を
特
定
で
き
る
形
で

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ
る
内
容
に
触
れ

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
事
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
報

道
に
よ
る
人
権
侵
害
の
状
況
と
問
題
点

を
考
え
て
み
ま
し
た
が
、
そ
の
一
方
で

表
現
の
自
由
を
尊
重
す
る
事
も
と
て
も

大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
一
見
そ

れ
ら
を
調
和
さ
せ
る
事
は
と
て
も
難
し

い
事
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
各
メ

デ
ィ
ア
が
自
主
的
な
救
済
機
関
を
つ
く

り
、
報
道
に
よ
る
人
権
侵
害
が
起
こ
っ

た
と
き
に
す
ぐ
に
適
切
な
対
応
が
で
き

る
体
制
を
整
え
て
い
く
事
が
一
番
重
要

な
事
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
か
ら
報
道
を
送
る
側
も
、

そ
し
て
私
達
受
け
る
側
も
「
も
し
自
分

が
、
そ
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
た
ら
」
と

考
え
て
み
る
事
に
よ
っ
て
、
報
道
に
よ

る
人
権
侵
害
の
重
大
性
を
理
解
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
事
を
一
番
強
く

学
び
ま
し
た
。法

務
省
・
全
国
人
権
擁
護
委
員

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
文
集
か
ら

メディアと人権

かたりあうページ
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長
野
と
く
は
る

選

か
つ
う
ら
柳
壇

選
ば
れ
た
感
激
忘
れ
悪
事
す
る

棚

野

島

つ
と
む

こ
の
人
と
選
ん
で
悔
い
は
残
す
ま
い

横

瀬

呑
口
精
一
郎

水
た
ま
り
選
ん
で
歩
く
孫
二
人

横

瀬

桜
木
千
代

選
り
好
み
し
て
い
る
内
に
花
し
ぼ
む

立

川

岩
本
よ
し
お

選
ば
れ
た
顔
に
も
泥
は
付
い
て
い
る

生

名

岩
本
敏
子

選
果
機
の
光
が
舌
の
代
わ
り
す
る

横

瀬

前
田
好
月

お
互
い
に
選
ん
だ
は
ず
に
あ
る
誤
算

中

山

山
下
ふ
さ
を

選
ば
れ
た
時
の
感
激
忘
れ
ま
い

棚

野

殿
川
早
苗

選
り
好
み
せ
ぬ
に
一
人
が
見
つ
か
ら
ぬ

立

川

堀

梅
子

選
ん
だ
筈
の
種
に
も
あ
っ
た
出
来
不
出
来

棚

野

竹
田
あ
ゆ
み

〈
評
〉
種
は
優
良
な
遺
伝
子
を
残
す
た
め
に

あ
る
。
人
は
そ
れ
ぞ
れ
選
ぶ
権
利
を
も
っ

て
い
る
が
、
思
い
と
出
来
具
合
の
誤
差

は
必
ず
出
る
だ
ろ
う
。
ま
た
人
が
人
を

選
ぶ
そ
の
む
ず
か
し
さ
の
繰
り
返
し
が
、

私
達
の
生
活
の
中
に
根
づ
い
て
い
る
。

エ
プ
ロ
ン
で
ち
ょ
っ
ぴ
り
お
洒
落
し
て
い
ま
す

横

瀬

日
下
美
里

エ
プ
ロ
ン
の
似
合
う
夫
で
子
に
好
か
れ

久

国

美
馬
真
由

エ
プ
ロ
ン
の
似
合
う
お
前
を
嫁
に
し
た

横

瀬

関
東
紀
美

エ
プ
ロ
ン
の
紐
が
結
べ
ぬ
五
十
肩

立

川

前
田
千
恵

エ
プ
ロ
ン
の
色
柄
替
え
て
気
も
弾
む

立

川

岩
本
よ
し
お

訃
報
聞
き
そ
っ
と
エ
プ
ロ
ン
目
に
当
て
る

坂

本

平
尾
智
男

ア
ル
バ
ム
に
エ
プ
ロ
ン
似
合
う
亡
母
の
笑
み

棚

野

穏
台

綾

エ
プ
ロ
ン
の
裾
で
手
を
拭
き
電
話
聞
く

立

川

堀

梅
子

若
い
パ
パ
エ
プ
ロ
ン
似
合
う
日
曜
日

横

瀬

桜
木
千
代

エ
プ
ロ
ン
が
知
っ
て
る
若
い
日
の
哀
歓

棚

野

殿
川
早
苗

エ
プ
ロ
ン
の
新
妻
ハ
ー
ト
燃
え
て
い
る

坂

本

平
尾
智
男

エ
プ
ロ
ン
で
受
け
ま
す
愛
の
変
化
球

棚

野

竹
田
あ
ゆ
み

〈
評
〉
日
常
生
活
の
夫
婦
の
愛
情
の
表
現
が
実

に
上
手
で
す
。
夫
婦
に
も
倦
怠
期
が
き
ま
す
。

で
も
そ
の
中
で
夫
の
小
さ
な
愛
の
言
葉
や
、

そ
ぶ
り
を
素
直
に
受
け
止
め
て
こ
そ
、
夫

婦
の
生
き
が
い
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

珍
客
に
あ
わ
て
て
献
立
組
替
え
る

沼

江

駒
津
こ
つ
ゆ

晩
年
の
母
に
重
ね
て
見
る
鏡

横

瀬

中
田
万
里

リ
ス
ト
ラ
の
息
子
再
起
の
鍬
を
振
る

与
川
内

武
田
裸
天

畑
守
る
八
十
路
の
母
は
ま
だ
元
気

棚

野

穏
台

綾

猪
と
知
恵
く
ら
べ
す
る
山
の
畑

棚

野

北
島
ア
サ
ノ

三
才
の
児
の
悪
知
恵
に
舌
を
巻
く

中

山

山
下
ふ
さ
を

公
約
が
ど
こ
ま
で
生
き
る
選
挙
戦

横

瀬

関
東
紀
美

愛
す
る
の
一
言
も
な
く
八
十
路
く
る

与
川
内

武
田
裸
天

流
行
に
片
足
だ
け
は
乗
せ
て
見
る

棚

野

田
中
思
葦

不
器
用
の
取
り
柄
忍
耐
強
く
な
る

棚

野

田
中
思
葦

友
情
の
支
え
で
の
ぼ
る
九
十
坂

沼

江

駒
津
こ
つ
ゆ

へ
ん
ろ
旅
人
の
情
け
の
中
で
行
く

久

国

美
馬
真
由

生
き
字
引
今
じ
ゃ
昨
日
の
事
忘
れ

棚

野

島

つ
と
む

店
先
に
野
菜
苗
来
て
気
ぜ
わ
し
い

横

瀬

前
田
好
月

若
者
か
ら
温
み
も
ろ
う
た
バ
ス
の
揺
れ

横

瀬

中
田
万
里

諸
々
を
心
の
川
で
洗
い
ま
す

生

名

岩
本
敏
子

藁
草
履
は
け
ば
昔
が
蘇
る

立

川

前
田
千
恵

人
の
名
が
思
い
出
せ
な
い
日
の
焦
り

横

瀬

呑
口
精
一
郎

〈
評
〉
ほ
ん
と
う
に
身
近
な
人
の
名
前
や
タ

レ
ン
ト
、
有
名
人
の
名
前
な
ど
咄
嗟
に

お
も
い
だ
せ
ず
、
冷
や
汗
を
か
く
時
が

あ
る
。
こ
れ
が
二
、
三
回
続
く
と
も
う

自
信
を
失
っ
て
、
ボ
ケ
を
意
識
す
る
こ

と
に
な
る
。
で
も
誰
で
も
こ
ん
な
こ
と

必
ず
あ
る
も
の
。
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

週
休
二
日
草
は
休
ま
ず
よ
く
伸
び
る

横

瀬

日
下
美
里

〈
評
〉
週
休
二
日
と
は
言
い
な
が
ら
、
仕
事

に
よ
っ
て
は
土
・
日
ま
で
働
く
人
も
多

い
。
そ
し
て
若
者
た
ち
の
土
ば
な
れ
で

休
み
が
あ
っ
て
も
、
草
は
取
ら
な
い
で

遊
び
に
ゆ
く
。
土
を
見
捨
て
て
日
本
の

明
日
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
世
相
を
よ

く
と
ら
え
た
句
と
い
え
る
。

次
回
作
品
募
集

十
月
五
日
締
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸
山
香

月

十
一
月
一
日
締
切
り

短
歌
一
人
一
首

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
ヱ

題

「
選
ぶ
」

題

「
エ
プ
ロ
ン
」

秀

句

秀

句

雑

詠

秀

句



14

10月 ガラスびん収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

第
１
火
曜
日

（８日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

10
月
12
日

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
３
火
曜
日

（22日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東林庵前（いちょうの木付近）

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ゴミフェンス横

第

４

火

曜

日

（29日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ゴミフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久 保 の 内 フ ェ ン ス 横

長 福 寺 前 フ ェ ン ス 横

旧ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横

10月
収集日 地 区 設 置 場 所

第
１
月
曜
日

（７日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前
ＪＡ生比奈支所保冷庫前

（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

10
月
15
日

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

消 防 詰 所 横

第
３
月
曜
日

（21日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

パ チ ン コ 店 前 道 路 南 側

大 井 堰 碑 の 前

第

４

月

曜

日
（28日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

指 定 場 所 勝浦町大字中角・勝浦町農村婦人の家
敷地内リサイクル保管庫
回収日の５日前から指定場所に置けます。
それまでは、ご家庭で保管ください。

古紙の分別方法 段ボール
新 聞 紙

チラシが入っているのは大丈夫です。それ以
外は入れないでください。

古 本
同じ種類の本に分けてください。厚い表紙は、
破って段ボールの方へ入れてください。

※段ボール、新聞紙、古本はそれぞれひもで縛ってください。

古紙の回収にご協力を
ボランティアグループ「勝浦を考える会」

今月の回収日 10月５日 午前９時まで

ククリリーーンン情情報報

【
お
願
い
】
十
月
一
日
～
三
十
一
日
ま
で
の
間
、

徳
島
県
獣
医
師
会
で
は
犬
猫
の
不
妊
手
術
の

補
助
金
を
出
し
て
お
り
ま
す
。
申
請
方
法
等
、

詳
し
い
こ
と
を
知
り
た
い
方
は
、
住
民
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

不
用
犬
の
引
き
取
り
日

●

十
月

九

日

●

十
月
二
十
三
日

あき缶（アルミ缶殴スチール缶）収集日程表

（火）

（土）

（水）

（土）

（水）
（１）

（２）

（３）
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駐
在
所
だ
よ
り

全
国
地
域
安
全
運
動

平
成
十
四
年
十
月
十
一
日

か
ら
二
十
日

犯
罪
の
な
い
安
全
で
、
明
る
く
住
み
よ
い

地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
「
全
国
地
域
安

全
運
動
」
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

本
運
動
は
、
地
域
の
安
全
を
守
る
会
、
防

犯
委
員
、
地
区
青
年
会
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
夜
間
安
全
モ
ニ
タ
ー
、
少
年
補
導
協
助

員
等
地
域
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
参
加
団
体
・

機
関
等
関
係
者
が
相
互
間
の
連
携
を
図
り
地

域
安
全
活
動
の
効
果
を
最
大
限
に
上
げ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

安
心
の
街

○
住
居
を
対
象
と
す
る
侵
入
盗
の
防
止

（
※
全
国
重
点
）

○
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

環
境
整
備

○
街
頭
犯
罪
の
予
防
と
検
挙

ス
ロ
ー
ガ
ン

運
動
の
推
進
重
点

あなたの笑顔取り戻しませんか

このたび、法律の専門家である弁護士と暴力追放
県民センターおよび県警の３者合同で、暴力の問題
でお困りの方から無料で御相談を受ける民事介入暴
力集中相談（ミンボー相談）を開催します。

日 時 平成14年11月16日
午後１時から午後４時まで

場 所 徳島クレメントプラザビル（ＪＲ徳島駅ビル）
５階特設会場

内 容 ○暴力団等が交通事故等の示談に介入して
きてお困りの方

○暴力団等が手形とかお金の貸し借り問題
に介入してきてお困りの方

○家賃の支払いや暴力団員に入居されてお
困りの方

○子どもとか家族が暴力団等と付き合って
お困りの方

○これまでに暴力団等の被害にあった方
○書籍購入を電話勧誘されてお困りの方
○その他暴力に関すること
ならどんなことでも御相談に応じます。

※秘密は絶対厳守しますので一人で悩まず、勇気を
もって相談に来てください。

暴力に関する無料相談

けん銃のない安全な社会をめざして
けん銃に関する情報をお寄せください

けん銃に対する厳しい規制が、日本の安全な社会を支え
てきました。しかし、最近は、けん銃を使用した凶悪な事
件が多発しています。

安心して生活できる社会を守るために、みなさんのご協
力をお願いします。
「おや？」と思ったときは情報を

○近所にけん銃マニアがいる。
○けん銃のような発砲音を聞いた。
○暴力団員風の者が空き家や、空き地に出入りし、何
か隠している。

○けん銃を持っているが、処分に困っている。
こんな場合は、「けん銃110」 088－653－4444

自首すれば刑罰が軽減または免除されます
けん銃不法所持の罰則は、平成５年に法律の一部が改正

され、大変重くなっておりますが、その反面、自首した場
合は、刑が減軽または免除されます。

けん銃や実包を持っていたら警察に提出してください。

旧軍用けん銃等を発見すれば、直ぐに届けてください
遺品の整理、土蔵、納屋等の取り壊しや整理の時にけん

銃等を発見したときは、すぐに警察署、交番、駐在所に届
け出をしてください。

○遺品の中に、けん銃や小銃などはありませんか？
○家のどこかに軍用のけん銃が眠っていませんか？
軍用けん銃などの遺品を発見した人が、自分で届け出た

場合は罪になりません。

出
会
い
系
サ
イ
ト
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

出
会
い
系
サ
イ
ト
で
よ
い
友
達
が
で
き
、

ま
じ
め
に
交
際
で
き
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、

出
会
い
系
サ
イ
ト
で
知
り
合
う
人
全
て
が

よ
い
人
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
中
に
は
だ
ま

し
て
お
金
を
取
ろ
う
と
す
る
人
や
援
助
交

際
目
的
の
人
も
い
ま
す
。Ｂ

く
ん
の
場
合

徳島県警察少年サポートセンターでは
少年の非行や被害に関する相談を受けつけています

○ヤングテレホン 088－625－8900
土･日･祝祭日除く ９時～18時30分

○いじめホットライン 088－623－7324 24時間受付
○サンデー親子相談室
毎月第１日曜日 10時～16時

Ａ
さ
ん
の
場
合

（土）

（金）

（日）

（１）

（２）

（３）
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みんなの健康

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

１ 火
健 康 相 談
平 賀 先 生 の お 話

13:30～14:30
14:30～15:10

沼江コミュニ
ティセンター

一 般 住 民 健 康 手 帳

３ 木
母 と 子 の 健 康 教 室
健 康 相 談

９:00～12:00 山 西 集会 所 乳児とその家族 健 康 手 帳

４ 金 １歳６ヵ月児健康診査 13:00～14:40
農 村 環 境
改善センター

Ｈ13年１月１日～Ｈ13年４
月30日までに生まれた子

問 診 票
母子健康手帳

７ 月 結 核 巡 回 検 診 13:20～16:00 別紙日程のとおり 一 般 住 民 料 金 無 料

８ 火
デ ィ ・ ケ ア
た ん ぽ ぽ の 会

13:30～15:30 住民福祉センター 会 員

10 木 健 康 相 談 ９:30～10:30 坂 本 集会 所 一 般 住 民 健 康 手 帳

15 火 股 関 節 脱 臼 検 診 13:00～14:00
勝 浦 病 院
小 児 科

Ｈ14年５月１日～Ｈ14年８
月31日までに生まれた子

母子健康手帳

17 木 健 康 相 談 10:00～11:30 勝 浦 会 館 一 般 住 民 健 康 手 帳

19 土 第12回健康･福祉まつり ８:30～９:15 農村環境改善
セ ン タ ー 一 般 住 民

21 月
骨 粗 鬆 症 予 防 教 室
健 康 相 談

９:30～14:00 中 角 集会 所 一 般 住 民 健 康 手 帳

22 火

健 康 相 談 ９:30～11:00
今山ふれあい
交 流 館

一 般 住 民 健 康 手 帳

結 核 巡 回 検 診 ９:30～16:00 別紙日程のとおり 一 般 住 民 料 金 無 料

24 木 結 核 巡 回 検 診 ９:30～15:30 別紙日程のとおり 一 般 住 民 料 金 無 料

25 金
骨 粗 鬆 症 予 防 教 室
健 康 相 談

９:30～14:00 棚 野 集会 所 一 般 住 民 健 康 手 帳

28 月 経口生ポリオワクチン投与 13:00～14:00
農村環境改善
セ ン タ ー

Ｈ７年４月29日～Ｈ14年
７月28日までに生まれ、
２回受けていない子

予 診 票
予防接種手帳
母子健康手帳

10月の保健行事 〈問い合わせ先 福祉課保健師へ 2-1502〉

去
る
八
月
二
十
八
日
、
学
童
十
人
と
保

護
者
七
人
が
参
加
し
、
生
活
習
慣
病
予
防

の
た
め
の
親
子
健
康
教
室
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
し
た
。

身
体
計
測

三
木
、
青
木
養
護
教
諭
か
ら

生
活

リ
ズ
ム
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
見
ま
し
ょ

う
!

の
説
明
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分

が
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
る
か
を
記
入

し
、
望
ま
し
い
生
活
が
送
れ
て
い
る
か
を
確

認
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
片
足
と
び
や
両
足

と
び
を
取
り
入
れ
た
、
健
康
カ
ル
タ
取
り

を
行
い
賑
わ
い
が
体
育
館
に
響
き
ま
し
た
。

ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
小
野
寺

先
生
か
ら
、
呼
吸
法
を
取
り
入
れ
た

運
動
や
親
子
で
ペ
ア
ー
と
な
り
触
れ
合
い

教
室
の
内
容

１２３
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保 健 だ よ り

かつて「国民病」と言われた結核も、

医療や生活水準の向上で、きちんと治療

をすれば完治する時代になりました。し

かし、結核は今も我が国最大の感染症で

す。感染症対策は人から人へうつる病気

のため、一人ひとりが結核の正しい知識

を身につけ、個人としてだけではなく、家

族や周りの人の健康を守るためにも必要

です。

結核がなかなか減少しない原因として

は、人口の高齢化、集団感染の増加、多

剤耐性などの多くの問題点が、考えられ

ますが、最大の問題点は、関心が低下して

きたことです。そのため、年に一回は必

ず定期的に検診を受けることが大切です。

総合健診や医療機関等で、まだ受診さ

れていない方は、この機会にぜひ、受診

しましょう。日程は次のとおりです。

※検診料 … 無 料

※受診を希望される方は
当日、ボタンや金具等
のついていない服装で
おこしください。

結核検診は必ず年１回は受けましょう

月日 地 区 場 所 時 間

十
月
七
日

坂 本 坂 本 消 防 詰 所 横 午後１:20～１:50

横 瀬 ＪＡ東とくしま農協勝浦支所前 午後２:00～２:30

久 国 役 場 前 午後２:40～３:20

山 西 ＪＡ東とくしま農協生比奈支所前 午後３:30～４:00

十

月

二

十

二

日

坂 本 ＪＡ東とくしま農協坂本事業所前 午前９:30～10:00

与川内 池 田 理 髪 店 前 午前10:10～10:40

横 瀬 石 木 正 一 さ ん 宅 前 午前10:50～11:30

久 国 役 場 前 午前11:40～12:10

星 谷 小山ニ三好さん宅前 午後１:30～２:00

黒 岩 勝 浦 会 館 駐 車 場 午後２:10～２:40

今 山 ふ れ あ い 交 流 館 前 午後２:50～３:20

沼 江 高 田 治 さ ん 宅 前 午後３:30～４:00

十
月
二
十
四
日

石 原 山 本 基 工 事 務 所 前 午前９:30～10:00

掛 谷 田 中 屋 駐 車 場 午前10:10～10:40

中 角 農 村 婦 人 の 家 午前10:50～11:30

生 名 い ち ょ う の 木 午前11:40～12:10

中 山 中 野 功 さ ん 宅 前 午後１:20～１:50

棚 野 野 上 石 油 跡 午後２:00～２:30

久 国 役 場 前 午後２:40～３:30

平成14年度 巡回結核検診日程表

な
が
ら
の
運
動
は
、
か
ら
だ
を
動
か
す
楽

し
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

仁
木
栄
養
士
か
ら
、
栄
養
の
バ
ラ
ン

ス
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
カ
ロ
リ
ー

計
算
さ
れ
た
記
録
用
紙
を
も
と
に
、
バ
イ

キ
ン
グ
で
試
食
を
味
わ
い
ま
し
た
。

①
運
動
が
、
親
子
と
も
普
段
で
き
て
い
な

い
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。

②
生
活
リ
ズ
ム
の
チ
ェ
ッ
ク
表
は
、
生
活

を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

③
呼
吸
法
で
、
運
動
量
が
変
わ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

④
少
し
づ
つ
で
あ
る
が
、
野
菜
嫌
い
が
減
っ

て
き
て
い
る
。

⑤
食
事
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

な
ど
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
を
通
し
て
生
活
習
慣
病
の
予

防
を
図
る
と
と
も
に
、
健
康
日
本
二
十
一

の
子
ど
も
の
健
康
づ
く
り
目
標
に
も
あ
る

よ
う
に
、
栄
養
、
運
動
等
に
つ
い
て
家
庭

で
も
う
一
度
見
直
し
、
子
ど
も
の
健
康
づ

く
り
に
親
子
で
取
り
組
む
必
要
性
が
あ
る

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

４

（月）

（火）

（木）



18

国保と医療費

老人保健で診療を受けるときに

必要な「老人医療受給者証」
が新しくなります。お医者さん

では、窓口負担の割合（１割ま

たは２割）をこの受給者証で確認します。
なお、今までの受給者証は無効になりますので

気をつけてください。

市町村から 「国民健康保
険高齢受給者証」が交付さ

れます。お医者さんでは、窓口

負担の割合（１割または２割）

をこの高齢受給者証で確認します。

昭和７年９月30日
までに生まれた人

昭和７年10月１日
以降に生まれた人

かかった費用の３割負担
退職者医療制度対象者
本人 外来・入院 ２割
家族 外来 ３割

入院 ２割

70
歳
未
満
の
人

※６歳以上の人は、別途薬剤の一部負担があります。

老人保健で受診

外来・入院とも
かかった費用の１割負担
（一定の限度額までの支払い）

70
歳
以
上
の
人

外来・入院

14年９月30日まで 14年10月１日から
外来・入院

かかった費用の３割負担
退職者医療制度対象者
本人 外来・入院 ２割
家族 外来 ３割

入院 ２割

69
歳
～
３
歳

３歳
未満 かかった費用の２割負担

※３歳未満の公費負担は従来どおりです。

70
歳
以

上

の
人

老人保健で受診します
外来・入院とも１割負担

（一定以上所得者は２割負担）

昭和７年９月30日までに生まれた人

国保で受診します
外来・入院とも１割負担

（一定以上所得者は２割負担）

昭和７年10月１日以降に生まれた人

※外来の場合は、一定の限度額を越えた分もいったん支払い、後で払い戻し
※入院の場合は、一定の限度額までの支払い

国民健康保険法・老人保健法の改正により、お医者さんにかかったときの窓口負担が変わります。

平成14年10月から

医療費の窓口負担が変わります
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十
月
の
行
事

子
ど
も
映
画
会

十
二
日

午
後
二
時
か
ら

図
書
館
二
階
視
聴
覚
室

内
容
は
お
楽
し
み
に

民
話
を
語
り
継
ぐ
会

十
九
日

午
前
十
時
か
ら

図
書
館
幼
児
室

お
は
な
し
会
（
紙
芝
居
）

二
十
七
日

午
後
二
時
か
ら

図
書
館
幼
児
室

内
容
は
お
楽
し
み
に

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

二
日
・
九
日
・
十
六
日

二
十
三
日
・
三
十
日

休

館

日

七
日
・
十
四
日
・
二
十
一
日

二
十
八
日
・
三
十
一
日

※
図
書
館
が
し
ま
っ
て
い
る
時

の
返
却
本
は
玄
関
横
の
ブ
ッ

ク
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

銀
行
総
務
特
命

池
井
戸

潤

裸

の

桜

桐
生
典
子

僕
の
中
の
壊
れ
て
い
な
い
部
分

白
石
一
文

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ト

永
井
す
る
み

広
瀬
中
佐
の
銅
像

も
り
た
な
る
お

ふ
た
り
の
シ
ン
デ
レ
ラ

鯨

統
一
郎

好

き

よ

柴
田
よ
し
き

悪
霊
（
Ａ
ｓ
ｉ
ａ

ｎ
ｏ
ｉ
ｒ
）

中
上

紀

陽
炎
（
か
げ
ろ
う
）

山
崎
洋
子

王
国

そ
の
１

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
・
ハ
イ
ツ

よ
し
も
と
ば
な
な

十
八
の
夏

光
原
百
合

校
庭
に
、
虹
は
落
ち
る

赤
川
次
郎

出
も
ど
り
家
族

ね
じ
め
正
一

黒
頭
巾
旋
風
録

佐
々
木

譲

震
え
る
メ
ス

伊
野
上
裕
伸

10
代
の
子
ど
も
が
育
つ
魔
法
の
言
葉

ド
ロ
シ
ー
・
ロ
ー
・
ノ
ル
ト

洗
濯
の
名
人
に
な
る
!

阿
部
絢
子

食
品
の
危
険
度
・
安
全
度
が
わ
か
る
本

辻

啓
介

ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
＆
野
外
料
理
入
門

辰
巳
出
版

ス
テ
ン
シ
ル
作
り

ホ
ー
ク
ス
み
よ
し

メ
イ
ク
の
基
本

オ
レ
ン
ジ
ペ
ー
ジ

中
高
年
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

佐
々
木

博

新
着
図
書
紹
介

運命の足音
五 木 寛 之

戦後57年胸に封印してきた悲痛な記
憶。生まれてきた場所と時代という運
命によって背負ってきたものは……驚
愕の真実から、やがて静かな感動と勇
気が心を満たす、衝撃の告白的人間論。

ダレンがクレスプリーと旅にでて
から、同じ年頃の少女デビーと出会
い、淡い恋心を抱いたり、世にも恐
ろしい連続殺人事件に巻き込まれて
しまう。その後も過酷な試練がダレ
ンを待ち受ける……。

ダレン・シャン
第３巻、第４巻、第５巻

掛軸出品依頼
町内外より多数の愛好家によっ

て、好評を博している掛軸展示

会を内容も一新して展示するこ

とになりました。11月19日～11月

24日まで展示を予定しています。

是非この機会にご鑑賞ください。

また、家宝として大切に保管

されている軸物がございました

ら、11月10日までに図書館に連

絡をしてくだされば

幸いに存じます。

よろしくお願い

いたします。

阿
波
狸
合
戦

講
談

小
松
島
の
語
り
べ

竹
内
明
彦
先
生

期
日

十
月
十
九
日

時
間

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

十
一
時
三
十
分
ま
で

場
所

勝
浦
町
図
書
館
二
階

視
聴
覚
室

主
催

勝
浦
町
読
書
振
興
協
議
会

図
書
館
視
聴
覚
室
に
お
い
て
、
読
書

振
興
協
議
会
主
催
の
阿
波
狸
合
戦
の
講

談
を
、
小
松
島
の
語
り
べ
竹
内

明
彦
先
生
を
お
迎
え
し
て
開
催

い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

図 書 館
だ よ り

（土）

（日）
（土）（土）
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８
月
16
日
～
９
月
15
日

（
敬
称
略
）

◆
お
誕
生
お
め
で
と
う

中
村
修
二

長
女

大
字
中
角

）

字
玉
の
木

梢

明あ

美み

瑠る

お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
沼
江
字
花
紫
壟

松
下
マ
キ
ノ（
97
歳
）

大
字
沼
江
字
一
楽

古
山
晴
子（
69
歳
）

大
字
三
溪
字
定
岡

山
口

薰（
93
歳
）

大
字
棚
野
字
桧
岡

美
馬
利
巳（
76
歳
）

大
字
沼
江
字
山
田

樫
本

功（
80
歳
）

大
字
沼
江
字
山
路

二
階
堂
政
博（
48
歳
）

大
字
久
国
字
松
ノ
本

岡

ハ
ツ（
88
歳
）

善

意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

８
月
16
日
～
９
月
15
日

松
下
金
作
さ
ん
（
石
原
）

岡

善
廣
さ
ん
（
棚
野
）

井
出
一
郎
さ
ん
（
今
山
）

芳
野
健
治
さ
ん
（
横
瀬
）

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

交通事故相談日

日 時 10月25日 午前10時～午後４時
（受付時間 午後３時まで）

場 所 小松島中央会館 小松島市松島町5-6
08853- 2-2030

相談員 川 田 武 志
お問い合わせ 交通事故相談所 徳島県庁１階

088 -621 -3200

※お気軽にご相談ください。

10月２日 湯 浅 医 院 ２－２００３

10月４日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

10月６日 赤 岩 医 院 ２－２００６

10月８日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

10月10日 上 勝 町 診 療 所 ４－５０１０

10月12日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

10月14日 山 西 医 院 ２－３０２７

10月16日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

10月18日 湯 浅 医 院 ２－２００３

10月20日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

10月22日 赤 岩 医 院 ２－２００６

10月24日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

10月26日 上 勝 町 診 療 所 ４－５０１０

10月28日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

10月30日 山 西 医 院 ２－３０２７

平日 午後６時から翌朝午前９時

休日 午後７時から翌朝午前９時

夜間救急当番表

心配ごと相談
● 日時 10月４日

10月11日

10月18日
10月25日

● 時間

午後１時から午後４時30分

● 内容
人権・行政・厚生・福祉

● 場所
住民福祉センター１階

平日でも受付しており
ますので、お気軽にお
問い合わせください。

（ ２－4652）

10 月

10月交流講座ご案内
近隣地域との交流事業として、今月も
各種講座を次のとおり開講いたします。

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸
10 17 24 31

午後７:30から９:30
木 木 木 木

踊 り
８ 15 22

午後２:00から４:00
火 火 火

歌 謡
８ 15 22

午後７:30から９:30
火 火 火

生け花
２ 17

午後７:30から９:30
水 木

大正琴
３ 10 18 木曜日は午後１:00から３:00

金曜日は午後７:00から９:00木 木 金

習 字
４ 11 18 25

午後７:00から９:00
金 金 金 金

◎大正琴は初心者コースもあります。

戸籍の

窓

（月）

（火）

（木）

（金）

（土）

（日）

（金）

（水）

（金）

（金）

（金）

（金）

（月）

（火）

（木）

（金）

（土）

（日）

（水）

（水）




